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子どもの見守り・交通安全

太平百合が原地区の
交通事故の傾向、交通安全の啓発

菅田 昇幸さん札幌方面北警察署  交通第一課長

特集 ▲東京在住の版画家、大野隆司さんの作品

◎太平百合が原にお住まいの皆様へ◎太平百合が原にお住まいの皆様へ

続きは２Pへ 》

太平交番管内の過去５年間の人身交通事故をみ
ると、178件の交通事故により、209名の方々が怪
我をされています。
同地区は、石狩街道、東８丁目篠路通及び東15
丁目屯田通等の幹線道路が東西南北に走り、交通
事故の発生が懸念される地域となっています。
交通事故の特徴として、各幹線道路と交わる交差
点での出会い頭、追突事故が発生し、さらに、交差

点での歩行者、自転車事故が発生していますが、い
ずれの原因においても、他の車両、自転車及び歩行
者の動きをよく見ていないことが原因となっていま
す。
また、時間別をみると、朝の通勤時間帯をはじめ、
午後は下校時間帯にあたる午後２時から日の入りま
での時間帯で交通事故が発生しており、子どもや
高齢者が被害に遭っています。
これらの交通事故を防止するため、自動車を運転
する方は、

◇交差点においても、前や左右をよく確認をする
◇直線においても、自転車や歩行者の横断に注意
する

ことを心がけてください。
さらに、自転車に乗る方や歩行者の皆様は

◇自転車は車両であることを認識し、交通ルール
を守る
◇車の運転手から、歩行者は見えていない場合が
ある

ことを認識してください。
今後も、運転をする方、自転車に乗られる方、歩
行者の皆様が、お互いに思いやりを持って交通事
故に遭わないように心がけていただきますようにお
願いします。
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インタビュー 1

太平交番管内の過去５年間の人身交通事故をみ
ると、178件の交通事故により、209名の方々が怪
我をされています。
同地区は、石狩街道、東８丁目篠路通及び東15
丁目屯田通等の幹線道路が東西南北に走り、交通
事故の発生が懸念される地域となっています。
交通事故の特徴として、各幹線道路と交わる交差
点での出会い頭、追突事故が発生し、さらに、交差

インタビュー 2

「太平南小学校の交通安全指導」
太平南小学校 PTA 会長 安達里香さん

◎自主的に始まった「旗持ちボランティア」◎自主的に始まった「旗持ちボランティア」

◎学校や地域とのつながりを楽しむ◎学校や地域とのつながりを楽しむ

太平南小では現在、交通安全指導と称した旗持
ちを行うボランティアが19名います。はじまり
は新型コロナで全国が一斉休校となった一昨年。
PTA活動が全てストップする中、「朝の見守りく
らいはできるのでは」と思った安達さんたちが、
保護者に旗持ちボランティアを募った結果、20
人以上が集まって始めたもの。
それまではPTA社会部の部員らが始業式から3
日間だけ旗持ちをしていましたが、現在は日数が

点での歩行者、自転車事故が発生していますが、い
ずれの原因においても、他の車両、自転車及び歩行
者の動きをよく見ていないことが原因となっていま
す。
また、時間別をみると、朝の通勤時間帯をはじめ、
午後は下校時間帯にあたる午後２時から日の入りま
での時間帯で交通事故が発生しており、子どもや
高齢者が被害に遭っています。
これらの交通事故を防止するため、自動車を運転
する方は、

◇交差点においても、前や左右をよく確認をする
◇直線においても、自転車や歩行者の横断に注意
する

安達さんは小学生と中学生の２人の子どものお母
さん。自宅が主要な通学路沿いということもあり、
これまでも個人で朝の見守り活動を行ってきました。
「今回ボランティア化したことで、学校と保護者
のつながりが強まり、先生方も喜んでくださいまし
た。手を取り合って子どもたちを交通事故から守っ
ていきたい」と話します。
太平南小は校区が南北に広く住宅街で小道も多
い上、通学路には幹線道路もあるため、大人たちの
見守りが必須。「朝、子どもたちや保護者同士、地
域の人たちと挨拶をすると気持ちも明るくなる。保
護者の方々も、無理せず、楽しめる範囲でボラン
ティアを続けていただければ」と言う安達さん。
こうした善意ある保護者たちが、太平南小学校
357人の児童を笑顔で学校へと見送っているので
す。

ことを心がけてください。
さらに、自転車に乗る方や歩行者の皆様は

◇自転車は車両であることを認識し、交通ルール
を守る
◇車の運転手から、歩行者は見えていない場合が
ある

ことを認識してください。
今後も、運転をする方、自転車に乗られる方、歩
行者の皆様が、お互いに思いやりを持って交通事
故に遭わないように心がけていただきますようにお
願いします。

増え、週に一度以上、
交通量の多い5ヵ所
（ゼビオ、ローソン、コスモ石油、なかよし公園、
学校前）の交差点で児童の見守り活動を行ってい
ます。

さ と か
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インタビュー 2

インタビュー 3

▲雨の日も横断歩道で子どもたちの安全確認

「交通事故撲滅のために」
太平百合が原交通安全実践会 会長 藤巻一美さん

「無事カエル」に願いを込めて
太平百合が原交通安全母の会 会長 庵跡邦子さん

昭和 60 年から 37 年
の長きにわたってこ
の活動を続けています。「子どもたちが参加する
ことで交通安全の意識を高めてもらうことが目
的。コロナが落ち着いたら是非参加してもらい
たい」と意気込みを語ります。
太平百合が原地区は、幹線道路が多いにもか
かわらず、交通事故死ゼロ 2000 日を 2回も達成
している地域。今後も交通事故が起こらないため、

実践会を中心に
街頭啓発に力を
入れていきたい
ということです。

太平百合が原地区では、毎年、太平百合が原
交通安全実践会が中心となり、交通安全運動期
間中の年4回、通算40日交通安全街頭啓発を行っ
ています。これは、連合町内会、交通安全指導員、
交通安全母の会の役員をはじめ、多くの地域住
民が参加する行事で、主要交差点 8ヶ所で道行
くドライバーに交通事故防止を呼びかけるもの
です。
今はコロナ禍で 2年間中止となっていますが、
毎年秋には地域の小中学生も参加し、太平中学
校で決起大会を行った後、総勢 700 名が石狩街
道にズラリと並んで一斉に旗の波運動を行いま
す。その様子はまさに圧巻。ドライバーたちも
気が引き締まります。
交通安全実践会は、北警察署や地区内の町内会、
各小学校と連携しながら交通安全活動を進める
役割を果たす団体で、同会の藤巻一美会長（77）は、

交通安全母の会は昭和59年に発足した歴史あ
る会で、現在会員は24名。太平百合が原地区連
合町内会の会長でもある庵跡邦子さんは、発足３

年目から母の会
会長を務め、母
親の立場として
地域の子どもた
ちの交通安全啓
発を行ってきま
した。
母の会の活動
は主に、年４回
の街頭啓発とマ
スコットづくり。
毎年、新１年生
の交通安全を
願って「無事カ

エル」の手作りマ
スコットを、太平小、
太平南小、百合が
原小に入学する約３００人にプレゼントしていま
す。
発足当時は手編みのミニわらじでしたが、いつか
らか願掛けの意味も込めてカエルのキャラクター
になったそうで、型紙から作るため、一針一針に会
員の皆さんの愛情が込められています。
「壊れるまでランドセルに付けてくれる子もい
れば、中には大人になっても私たちがマスコット
をくれたことを忘れず、声をかけてくれる人もい
て、とてもやりがいのある活動」と話す庵跡さん。
交通安全は家庭から。保護者の方々にも日頃か
ら我が子にしっかりと交通ルールを話してもらい
たいということです。

▲マスコット、お守りをセットに
　して新１年生に贈呈します

▲新１年生のランドセルに
　マスコットをつける庵跡会長
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交通安全指導員は、各小学校などで子どもた
ちに対して登下校の指導を行い、地域の交通安
全活動の企画、参加協力を行っています。
大沼和徳さん（75）はこの道 20 年。太平百合
が原連合町内会からの推薦で現役のサラリーマ
ンだった頃から交通安全指導員を始め、先日、
道から 20 年表彰の「北海道善行賞表彰」を受賞
されたばかりです。
交通安全の旗を持ち太平小学校前に立って、
登校中の子どもたちを誘導する大沼さん。子ど
もたちから元気に挨拶されるのが何よりの楽し
みだそうです。また、北署の少年補導員も引き
受けており、青少年の健全育成のためにボラン
ティア精神を発揮しています。
75 歳の今も車を運転していますが、私の自慢
は 50 年間無事故無違反であること。運転する時
は決して過信せず、細心の注意を払っています。

「子どもたちの元気な挨拶が生きがい」
インタビュー 4

太平百合が原交通安全指導員 大沼和徳さん

◎写真を送りたいけど操作がわからない
◎待ち受け画面を好きな風景にしたい
◎アプリってなに？LINEって？ ◎動画を見てみたい

お申込み：771-9180（太平百合が原まちづくりセンター）

スマホを今以上に快適に使いこなせる
ように、まちづくりセンターのスタッ
フがお教えします（専門的な内容に関
してはできないこともあります）。
お気軽にご相談ください。

会場 ：太平百合が原まちづく
りセンター（太平8-7）
対象 ：初心者の方
持ち物 ：ご自身のスマートフォン
料金 ：無料

▲子どもたちの登校を優しく見守る大沼さん

歩行者の立場の時も、
横断歩道のない道は渡
らない、車が来ていないかしっかり確認をします。
自身も万全の注意を払っているからこそ、歩
行者も運転手も交通事故には気を付けてほしい
と、メッセージを送る大沼さんです。
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スマートフォンの使い方でお困りの方、
個別で相談に応じます

料金無料！スマホ相談　　毎週水13:30～15:00

お得なシニア割引も

「地域見守り隊」あんぜん・あんしんパトロール運動に参加しています。

乗務員募集中!
７７１-２６３２まで

札幌市北区百合が原4丁目10番8号
アカツキ交通株式会社

タクシーの
ご用命は 771-6000

771-2631☎011-

な な いろ む せ ん

車いす介助ケア快適輸送♪
観光ハイヤー 商用貸切

65歳以上の方に限り
1回の乗車料金の10％を割引


